
 

   

 

【 医師バン ク について（ 実績含む）】  

（ １ ） 福井県ド ク タ ーバン ク  

  ・正式にドクターバンクという制度を持っているわけではない。 

  ・県内医療機関での勤務に関心を持つ県外医師の勧誘活動を H19 年度から実施。 

  ・上記の医師のリストを通称「ドクターバンク」と呼称している。 

   

① 運営主体  

  福井県健康福祉部健康医療局地域医療課 

  （福井県医師会との連携は無し） 

 ②実施内容 

  公立・公的および政策医療を担う医療機関の紹介 

  公立・公的医療機関および政策医療を担う医療機関に対する医師派遣を優先する 

とともに、診療科の偏在を解消することを優先する。 

   ※公立・公的病院等  ：14 医療機関 

    政策医療を担う病院等：23 医療機関（R６年度から紹介開始） 

 

 ③登録者数（R7.8 末現在） 

  ２９名 

   30 代  ７名（男３、女４） 

   40 代  ５名（男５） 

   50 代 １１名（男１０、女１） 

   60 代  ６名（男６） 

 

   （専門科） 

     整形外科、産婦人科、神経内科、耳鼻咽喉科、消化器内科、呼吸器内科、外科、小児科、脳神経外科、 

麻酔科、形成外科、循環器内科、内科 

 

 ④活動実績 

  就業者 5 名（※29 名の外数） 

 

⑤コーディネーターの有無 

  求職者と求人機関の間に入り、調整するコーディネーターの設置はない。 

  県内医療機関の求人情報を収集し、県外医師向けに民間人材紹介会社を介して 

周知を行う委託事業を R6 年度から実施している。 

 

 

 

 

 （２）各県における取組・報告    

福井県 資料 



 

【 女性医師支援について】  

◆◆◆福井県医師会の女性医師支援の状況◆◆◆ 

（ ふく い女性医師支援セン タ ーの活動）  

 

（ １ ） 相談窓口の開設 

   月～金 ９：００～１７：００（平日のみ） 

   女性医師支援コーディネーターによる個別相談（TEL、メール、面談等）     

       ・相談件数・・・年間数名 

       ・相談内容・・・子育てと仕事の両立、院内保育所について等 
 

（ ２ ） 医師および学生のネットワークづくり  

   医学生・研修医等をサポートするための会           資料１ 

   ・福井大学医学部にて年 1回開催（Ｒ６年度は雪のため開催中止） 

      ・ワークライフバランス、専門医取得等について現役医師の経験を踏まえ 

た講義・ディスカッション（福井県に根づいてもらえるようアピール） 

      ・参加人数 ３０～５０名程度/1 回       

 

（ ３ ） 子育て中医師のネットワークづくり  

   子育てドクターの会         資料２  

・年１回実施 

・コーディネーターによる子育てに関するミニ 

    講座および子育て中の医師同士の交流 

  ・コーディネーターによるアドバイスや情報提供 

  ・参加者１０名前後/1 回 

 ・託児支援あり 

 

 

 

（ ４ ） 診療をしばらく離れた医師の復職支援 

   復職研修支援事業     

       ・研修先（医療機関）への補助（最大３か月分） 

    ・累計１０回、医師８人 

       ・近年は希望が無い 

 

（ ５ ） 広報活動 

    ・ドクター応援ハンドブックの作成 

    ・ Ｒ４年度にホームページをリニューアル 

県の補助事業、子育て情報等掲載 

     ・医師会会報への広告掲載 

 

 

仕事と家庭を両立するために必要な支援は？ 

≪参加者アンケート結果（R4～R６）≫ 

【育児について】 

・病児保育 ・お泊り保育 ・送迎支援 

・育児代行 ・一時預け 

【家事について】 

・家事支援 ・男性の仕事と家事の両立 

【職場について】 

・男性女性関係なく相談できる環境 

・管理職の理解、研修制度 ・フレックスタイム制 

・当直のサポート（免除 OR 軽減） 

・産休、育休の人的サポート 



(

)

      

    

           

TEL 0776- 24-0387
FAX 0776- 21-6641
MAIL keni si kai @fukui . med. or. j p
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医学生、研修医等のための 
キャリアデザインシンポジウム 

申  込  書 
※参加申込〆切：１月３０日(木) 

                                                                            ※ 申込無しでの当日参加も可能 ※ 

所属医療機関名  

参加者名 

 
医師・研修医・学生   年生 

その他（          ） 

 
医師・研修医・学生   年生 

その他（          ） 

 
医師・研修医・学生   年生 

その他（          ） 

 
医師・研修医・学生   年生 

その他（          ） 

 
医師・研修医・学生   年生 

その他（          ） 

 

福井県医師会 宛 
【FAX 送信先：０７７６−２１−６６４１】 

 



TEL 0776- 24-5055
FAX 0776- 21-6641
MAIL fwdr-sc@fukui . med. or. j p

( )   
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参加者　11名



 

◆◆◆行政が行っ ている 女性医師支援◆◆◆ 

 

・実施主体：福井県健康福祉部健康医療局地域医療課 

福井県健康福祉部こども未来課 

 

① 復職に必要な経費および新しい働き方に関する院内セミナー開催経費の補助 

 

     ①復職に必要な経費：学会やセミナーの参加料および受講料、旅費 

               専門書の購入経費 

 

     ②新しい働き方に関する院内セミナー開催経費： 

               院内セミナー講師報償費や講師旅費、食料・雑費、 

               啓発広報物、セミナー会場借上げ料 

  

② ふく育さん、ふく育タクシー等による、仕事時の育児支援 

（ １ ） ふく 育さ んと は？ 

 

 



 

 

（ ２ ）『 ふく 育さ ん』 サービ ス 料金 

『ふく育さん』料金表（１時間当たり） 

 平日 土・日・祝日 

18：00 まで 2,000 円 2,200 円 

18：00 以降 2,300 円 2,500 円 

※令和 7 年 4 月から福井県内の各市町で「すみずみ子育てサポート事業」による割引が受け

られ、利用料金のうち、1,500 円/時間 利用補助 

 

（ ３ ）「 ふく 育タ ク シー」 と は 

  通院、検診、買い物、お子さんのみの送迎等、妊婦さんや子育て世帯の外出を

サポートするタクシーです。 

  「ふく育タクシー」は、県内のタクシー事業者等に勤務し、所定の研修を修了

して、県の認定を受けたドライバーが運行します。 

  認定ドライバーには、県から「認定ドライバー証」およびタクシー車両に貼る

「専用ステッカー」を交付しています。 

  利用の際は、認定ドライバーが妊婦さんや子育て世帯に配慮したサポートを行

います。（荷物の介助、乗降のサポート 等） 

  車外でのケガ・損害等にも対応した保険に加入しているため、安心してご利用

いただけます。 

タクシー車両に貼ってある「ふく育タクシー」ステッカーが目印です

 



 

（ ４ ）「 ふく 育タ ク シー」 の利用形態 

 

利用形態 利用内容 

妊   婦   利   用 

妊婦さんを登録先の産婦人科医院や日常の外出先に送迎

します 

例：妊婦健診時の通院、陣痛時の送迎 など 

親   子   利   用 
保護者とお子さんとの外出をサポートします 

例：買い物、通院、保育園・学校の送迎 など 

お子さんの単独利用 
お子さんのみを乗車させて送迎します 

例：学校、塾、習い事等の送迎 など 

 

 

 



 
日本医師会が実施する医師偏在是 
 

「日本医師会が実施する医師偏在是正に向けた 

全国広域マッチング事業に対して期待すること」 

（11 月 4 日 女性医師支援委員会より） 

期待すること 

・給与面などで事務手続きが頻雑になるのでコーディネーターにサポートしてほし

い 

・急遽困ったときに使えると良い 

（医師がけがや病気等により 1 か月働けなくなった時に一定期間働いてもらえる

ようなマッチングもできるといい。） 

・常勤だけでなく非常勤やシフト制のマッチングも可能になると良い 

・「女性医師バンク」から「ドクターバンク」に名称変更したことで、性別に関わらず

幅広いマッチングを期待したい 

 

意見・課題 

・福井県医師会は、バンクがないため今すぐにバンク立ち上げ、コーディネーターの

設置は現実味がなく、現状では出来ることが少ない 

・地域ドクターバンクのコーディネーター育成にかかる費用補助や支援をしてほし

い 

・他県の情報や規模が近い地域ドクターバンクの好事例を提示等してほしい 

・事務員が「コーディネーター」、医師が「アドバイザー」となり、それぞれの役割で求

職者をサポートしていくと良いのでは 

・常勤でのマッチングは難しい、非常勤や空いている時間を活用して働きたい人は

いる 

 

(3) 情報交換および問題提起 
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・バンクそもそもの存在を知ってもらう必要がある                   

（求人・求職者だけでなく現役医師にも） 

・オンライン診療や閉院情報を掲載するのも良いのでは 

・会員名簿に載っている医師をバンクに登録し、県内で起きている医師不足を解消

する 

・病院→診療所、診療所→病院どちらからの支援も可能にする 

・登録者への定期的なフォローが必要（コーディネーター） 

・無料が売りだが、有料職業紹介企業の手厚さに負けているのでは 

・行政が主ではなく、医師会が主としてバンクを持つ方が良い 

 

今後について 

 
まずは都道府県医師会、行政の両方にドクターバンクを設置している都道府県や、

福井県と規模が似ているところから取り組みの情報収集をしていく。 

その後、収集した情報を福井県に落とし込みできることから始めていきたい。 

日医ドクターバンク、県医師会、行政で連携できることを考え対応していく。 

求職者・求人両方にとってメリットのあるバンクになれるよう準備を進めていく。 

 

 


